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付録（文章）

僕の名前はシンゾウ．

今、僕はドナルドと付き合っている．

身も心も彼に捧げている、愛の奴隷なのさ．

そんな僕にウラジミールから、桜吹雪く北海道でタラバガニ食べ放題カジノ遊び放題一泊二日の

旅行に行こうぜ、って誘いがあったんだ．

それで僕はドナルドに相談したんだ．

「ねぇ、ドナルド」

「何だい、シンゾウ」

「ウラジミールが僕と一緒に、桜吹雪く北海道でタラバガニ食べ放題カジノ遊び放題一泊二日の

旅行に行きたい、って言うんだ．行って良いかなぁ」

「もちろん、いいよ．君はタラバガニもギャンブルも大好きじゃないか．遊んで来いよ」

「ありがとうドナルド、好きだよ」

「ウラジミールに、よろしく！」

「今日はタラバガニも沢山食べたし、楽しかったね、ウラジミール」

「いい一日だったぜ、シンゾウ」

「ホテルの温泉も、よかったよね」

「スロットも面白かったぜ」

「スロットは興奮したよね、病み付きになりそうだよ」

「確かに、そうだぜ．それじゃそろそろ、寝るか」

「うん」

「旅行に付き合ってくれた礼に、俺の親父がお前の爺さんから奪った鉄砲４丁のうちの２丁を返

してやってもいいぜ」

「えっ、本当！鉄砲４丁のうちの２丁を先行返還してもらえるの？」

「おう、返してやるぜ！」

「うれしいな、うれしいな、うれしいな．僕の爺さんが喧嘩に負けて取られた鉄砲４丁のうちの

２丁が返ってくるなんて、うれしいな．この旅行に来て、本当によかったよ」

「ただし、返した鉄砲をドナルドに使わしちゃー、駄目だぜ」

「えぇ、どうして？」



「だってよ、あいつ、頭おかしいじゃん．鉄砲なんて持たしたら、何すんか分かんねえだろ」

「えー、いや、それは」

「嫌なら返さないぜ」

「うーん、でも僕は身も心もドナルドに捧げてるんだ．僕の物は全てドナルドの物なんだよ．ド

ナルドが鉄砲２丁を使いたいって言ったら、断れないよ」

「じゃー、返す事はできないぜ」

（完）



後書き

ＣＧ画像：

次の画像処理ソフトウエアを使用しました．
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